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【緒言】 

 法医実務において、創傷の受傷時期の推定は、重要な検査事項の一つである。現在、受傷

時期の推定には受傷後１週間程度から出現するとされるベルリン・ブルー染色法が汎用され

ている。しかし、法医解剖における外表検査での判断が困難で、ベルリン・ブルー染色法で

は推定不可能な受傷後早期、特に受傷後１〜５日程度を示す有用な推定マーカーの報告は少

ない。 

 以前、我々は、マウス皮膚において、CD14 mRNA が受傷後 12-24 h に発現ピークがあ

ることを報告した。そこで、今回、我々は、その遺伝子産物である CD 14 蛋白質が、受傷

後１〜５日程度を示す発現マーカーになり得るか否かを調べるために、受傷時期が異なるマ

ウス損傷皮膚及びヒト損傷皮膚について検討した。さらに、ヒト損傷皮膚について、CD14

と同様、炎症細胞に発現する膜蛋白質である CD32B 及び CD68 を加えた３種類の発現結果

を組み合わせて、受傷時期を推定する手法の有用性を評価した。 

 

【対象と方法】 

１ マウス損傷皮膚 

６週齢 BALB/C マウスを使用して、麻酔下で背部に４mm の打ち抜き損傷を作製した。

成傷後０分（コントロール）、１、２、３、５、７、９日経過後にマウスを安楽死させ、

損傷周辺皮膚を採取した。採取した皮膚から総蛋白質を抽出し、ウエスタンブロット法に

よって、CD14 の相対的発現量を測定した。内因性リファレンス因子は、β—tublin を用

いた。また、採取した皮膚を４％パラホルムアルデヒドで固定し、パラフィン包埋後、

CD14 の酵素抗体法による免疫組織化学染色を行った。さらに、CD14 の発現細胞を調べ

るため、CD14 とマクロファージマーカーとして用いられる F4/80 または CD14 と好中

球マーカーである Ly6G6C の蛍光抗体法による二重免疫染色を行った。 



 

２ ヒト損傷皮膚 

法医解剖時に採取した受傷時期の異なる損傷皮膚及び同一個人の損傷していない皮膚

（コントロール）を 10%ホルマリンで固定し、パラフィン包埋後、CD14、CD32B 及び

CD68 の免疫組織化学染色を行った。損傷皮膚は group 1（受傷後１日未満群）、group 2

（受傷後１〜５日群）、group 3（受傷後７日以上群）に分類した。 

 

【結果】 

１ マウス損傷皮膚 

CD14 の相対的発現量は、受傷後１日で増加し始め、受傷後２〜５日でピークに達し、

受傷後７日以降でほぼコントロールと同等まで減少した。また、CD14 陽性細胞は、受傷

後１日で痂皮の直下及びその周囲で認められ始め、受傷後２〜５日で損傷周囲の幅広い範

囲で認められ、受傷後７日以降でほとんど認められなかった。さらに、CD14 発現細胞は、

受傷後１日では好中球のみ、受傷後２、３日では好中球とマクロファージの両方、受傷後

５日ではマクロファージのみであった。 

 

２ ヒト損傷皮膚 

CD14 の陽性率は、group 2 において、group 1、3 よりも有意に高く、CD14+は、受傷

後１〜５日であることを感度 100%、特異度 87.2%で示した。CD32B の陽性率は、group 

2 において、group 1、3 よりも有意に高く、CD32B+は、受傷後１〜５日であることを感

度 64.0%、特異度 72.3%で示した。CD68 の陽性率は、group 2、3 において、group 1 よ

りも有意に高く、CD68+は、受傷後１日以上であることを感度 78.0%、特異度 92.1%で示

し、CD68-は、受傷後１日未満であることを感度 92.1%、特異度 78.0%で示した。 

また、CD14+／CD32B+／CD68-の組合せは、group 2 のみで認められ、受傷後１〜５

日であることを感度 20.0%、特異度 100%で示した。CD14-／CD32B-／CD68+の組合せ

は、group 3 のみで認められ、受傷後７日以上であることを感度 55.6%、特異度 100%で

示した。CD14-／CD32B-／CD68-の組合せは、ほぼ group 1 のみで認められ、受傷後１

日未満であることを感度 68.4%、特異度 98.3%で示した。 

 

【考察】 

  CD14 はマウス損傷皮膚において、受傷後１〜５日のマーカーとして機能することが示さ

れ、ヒト損傷皮膚においても、受傷後１〜５日であることを高感度、高特異度で示唆するこ

とが判明した。また、マウス損傷皮膚において、更に CD14 発現細胞の種類を調べること

によって、受傷時期推定の精度が高まることが示唆された。一方、ヒト損傷皮膚においては、

CD14 に加えて、CD32B、CD68 の免疫組織化学染色をそれぞれ実施した結果、CD32B と

CD68 はいずれも受傷時期推定マーカーとして機能することが示唆された。また、これら３

マーカーの発現結果を組合せることによる受傷時期推定の有用性を検討した結果、単独マー

カーによる検査よりも感度は下がるものの、特異度は上がるため、受傷時期推定の確定診断

に有用であり、推定受傷時期の絞り込み（CD68+；受傷後１日以上→CD14-／CD32B-／

CD68+；受傷後７日以上）にも有用であった。これらの結果は、法医実務における受傷時期

推定に活用できるものと考える。 


